
平成２９年度 第１回 学校協議会 記録 

 

○日時 平成２９年６月２３日（金）午後１５時３２分～１７時０５分 

○場所 本校 高等部棟２階 図書室 

○参加者 学校協議会委員 守口市教育センター センター長     𠮷川 弘美 様 

立命館大学 産業社会学科 教授     青山 芳文 様 

門真市公共職業安定所 専門援助部門 統括職業指導官 

                 野志 秀憲 様 

             社会福祉法人 一粒のからし種 グレース工房 理事長 

                 福田 章男 様 

             守口支援学校 学校医          森口 久子 様  

             本校ＰＴＡ会長             中重 早苗 様 

     学校協議会事務局 郡司校長 佐野教頭 紙野教頭 

              室田小学部主事 山本中学部主事 石田高等部主事 

     各分掌部長 養護教諭 医療的ケア安全委員長 

○内容 

１ 学校長挨拶 

  平成 29年度学校協議会の委員として PTA会長中重さんに入っていただきました。 

今年度新入生、小１０名、中１７名、高２２名、全校生徒数１７２名。小・高は増。

中は減、守口在住６５％、門真市在住３５％。全体として、昨年とほぼ変わらない規

模となっています。 

校務分掌の再編。今年度より１０から７分掌へ。７月末から検証をスタートさせる。 

協議会委員の方には、忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

  

２ 学校協議会委員自己紹介、事務局紹介 

 

３ 協議会会長選出、挨拶 

  𠮷川様が会長に互選（昨年に引続き） 

  センター３年目。協議会会長も３年目。力を尽くしていきたいよろしくお願いします。 

 

４ 今年度の学校経営計画について  

 校長）平成２９年度学校経営計画及び学校評価については、安全で安心な学校づくりに

力を入れていきたい。中期的目標１では JJ-upにからんで、「児童生徒の自己肯定

感を高め、一人ひとりに必要で適切な支援の充実をめざす」ことを最重点にする。 

    中期的目標の２では、学習指導要領の改訂を見据えている。 



各分掌より報告） 

①教務部 ②進路部 ③自活・研究部 ④児生・通支部 ⑤健康安全部 ⑥支援部  

⑦総務情報部 ⑧医ケア  

 

５ 「自己肯定感授業力向上 PT」について 

  チーフは室田小学部主事。テーマは「２年目の飛躍－分掌との協働・連携を軸に」 

 

６ 使用教科書採択について 

  今年度の使用教科書を学部ごとに展示。教科書採択の仕組みと進捗状況の報告 

 

７ 質疑・協議等 

協議員  進路について、福祉就労の充実を進路指導部の計画の１番に挙げられていて、 

中・重度の生徒の社会参加を重視されている。 

      以前 B型の利用者が結構いたが、最近は利用する方が少なくなっている。 A 

型の就職も１つの選択として考えていますか？ 

事務局  B型は卒後即利用ではなく、一度企業か又は就労移行支援事業所を通してアセ

スメント実習で見極めて利用を検討するとなっている。B型利用の人数は学年

の生徒の適性に合わせて指導している。合わせて A 型事業所も希望者があれ

ば進路先となる。 

 

協議員 デイの利用が増えている。利用する児童生徒の年齢区分はどうなっているか？ 

またどういった理由で利用されているのか？ 

事務局 デイは小学部はほぼ利用している。中学部もある程度利用している。小学部か

ら高等部にいくに従って数は減っていく。 

     昨年度デイを担当していた。昨年度実績でいくと、小学部が９割、中学部が６ 

～７割、高等部が４～５割の割合で利用していた。 

目的は放課後の過ごし方・場所の提供。勉強しているデイもある。また保護者の

レスパイトも目的の一つである。 

 

協議員  健安の大規模災害の物品の充実について、大規模災害になった時に個々によっ 

てのぞむ物が違う。学校としてどう考えていくのか？ 

事務局   大規模災害検討委員会で検討している。他校では、個々に学校に持ってきて、 

学期ごとに交換しているところもある。水、白がゆは学校として備蓄する必

要がある。 

 

 



協議員   ・今は学習指導要領の改訂を見据えた準備期間。 

どういう力を身につけさせる必要があるのか。授業改善について、先生方

にお伝えしないといけない。 

       授業力向上は、教師の専門性が低いから、指導が間違っているから進めよ

うとしているのではありません。そうでなくって、指導はこうあるべきだ

と凝り固まっていくことが問題で、このやり方のほか良い指導がないかと

疑ってみることが大切に思う。子どもの事実から、内面を探ることが大切。 

     先日の研修のアンケートを見せて頂き大まかに言うと 3 つの特徴があるよ

うに思う。 

     ①気がつかなかった 

     ②そうは思ったけどできなかった 

     ③現実はそうじゃないよ 

      大切なことは「この子の障がいでは無理」と決め付けることなく変化を

楽しむ、仮説を立てメリット、リスクも含めてやってみて事実を改善する

ことが大切。そうすることで先生も、生徒も自己肯定感がアップするので

はないですか。 

 

協議員    守口市では教科書採択の際、一般展示会、保護者の方々にご意見をたずね

ている。学校で、保護者に教科書の展示会等を行い、意見をいただくこと

はありますか？教科書（絵本）を新しいまま持ち帰ったことがあったので、

実用的なドリルのようなものの方が役に立つのではありませんか。 

事務局    教科書を採択するにあたってすべての保護者に見てもらっているわけでは

ありませんが、PTA役員には見てもらっています。 

 

協議員    アレルギー対応については、大阪府からマニュアルも出ている。アナフィ

ラキシーショックは、初回の子が多い。どうやってピックアップしていく

か。食べ物でこういった事象はなかったですか？と家庭におけるヒヤリハ

ットを聞いておくだけでも準備ができるので検討してください。 

 

 

 

 

連絡 

      ・第二回 学校協議会は 11月台 3週～4週の予定です。 

      ・本日は、ありがとうございました。 


